
『第三次守谷市総合計画』に関わる
市民アンケート調査結果（概要）
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1.調査の概要

「第三次守谷市総合計画」検討の基礎資料として、各施策の現在の満足度、今後の重要度やま

ちづくりについての考え方などの実態を把握することを目的とする。

1.1 調査の目的
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1.2 調査の概要

調査対象：守谷市内にお住まいの18歳以上の方の中から3,000人を無作為抽出

調査方法：郵送配布回収方式

調査時期：令和2年10月～11月

調査内容：守谷市の住みよさ、目指すべき姿、各施策の現在の満足度・今後の重要度 など

回答者数：1,401票（回答率46.7％）



商 工      業

15.1%

農林水産業

0.6%

自由業(芸

術家 開業

医 弁護士

など)

2.1%
専門的技術職

13.2%

事務職

13.5%

労務職 2.0%
内職       等 6.6%

専業主婦(主夫)

19.9%

学生 3.2%

無職

17.0%

その他 6.8%

職 業

男

43.5%女

56.5%

性 別

2.調査の結果

2.1 回答者の属性
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10歳代 1.5%

20歳代 7.5%

30歳代

16.7%

40歳代

17.3%

50歳代

16.4%

60～64歳

7.7%

65～69歳

11.4%

70歳以上

21.4%

年 齢

守谷(本町 百合 丘 松並 

小山 同地 赤法花)

20.5%

守谷(ひがし野 中央 松並青葉)

14.2%

高野(高野 鈴塚 乙子)

3.2%

大野(野木崎 大柏)

5.5%大井沢(大木 板戸井 立沢 大山新田)

5.6%

北守谷(久保 丘 

御所 丘 薬師台 

松前台)

22.3%

みずき野 7.6%

南守谷(松 丘 けやき台)

14.5%

美園 6.7%
居住地区



在宅勤務を行っている

(行うことがある)

27.2% 今後 在宅勤務を

行う予定である

0.8%

以前は在宅勤務を行ったが

現在は行っていない

11.0%

制度や環境が整っていないまたは

自身の意向で在宅勤務は行わない 5.4%

在宅勤務を行うこと

ができない職種で

ある

55.6%

守谷市内での在宅勤務

守谷市内

29.4%

取手市 5.6%

常総市 4.4%

つくばみらい市

4.2%

つくば市

6.8%

その他の県内市町村 6.8%

千葉県

8.9%

東京都

29.6%

その他の県外市町村

4.4%

勤務先・通学先

1年未満 3.6%

1年以上5年未満 10.9%

5年以上10年未満

8.7%

10年以上20年未満

22.9%
20年以上30年未満

21.2%

30年以上

32.7%

居住年数

守谷市

13.5%

茨城県内の他の市町村

21.5%茨城県外、国外

65.0%

出生地

2.調査の結果

2.1 回答者の属性
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大変住みよい

20.5%

まあまあ住みよい

53.4%

普通

19.2%

少し住みにくい

4.6%

住みにくい 1.4% 以前はまだ住んでいな

かったのでわからない

0.8%

守谷市の住み心地

19.9%

22.7%

15.0%

71.5%

16.2%

8.7%

8.0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

消防 救急体制や交通安全 防犯対策など

安全 安心な生活環境があるから

健康づくり 子育て支援や高齢者福祉など

健やかに暮らす健康 福祉が充実しているから

学校教育 生涯学習環境が充実した

こころ豊かに暮らす教育 文化が充実しているから

道路網や公共交通などの都市基盤と 緑や自然環境と

調和した街並みが両立し快適に暮らせる環境だから

商工業が活発で 市外からの来訪者も多いなど

産業 経済に活力があるから

地域      が充実し 市民 行政協働での

まちづくりが推進されているから

適正な行財政運営が行われ 親切な窓口対応があるなど

信頼できる行政経営が行われているから

守谷市を「住みよい」と思う理由（複数回答・上限2つ）

2.調査の結果

・約７割が守谷市が「住みよい」と回答している。
・住みよいと思った理由として、約7割が「道路網や公共交通などの都市基盤と､緑や自然環境と
調和した街並みが両立し快適に暮らせる環境だから」を挙げている。

▲守谷市の住みやすさとその理由

2.2 守谷市の住みやすさ （1）守谷市の住みやすさとその理由
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住みよさ（住みにくさ）は変わらない

79.0%

以前と比べて より

住んで良かったと感

じている 12.9%

以前と比べて 少し住み

にくいと感じるように

なった 7.4%

以前と比べて 住みにくく

なり市外に引っ越したい

と感じるようになった

0.7%

新型コロナウイルス感染症流行前

と比べた現在の守谷市の住み心地
68.9%

73.8%

78.6%

83.3%

81.6%

77.8%

26.7%

21.4%

13.7%

9.5%

12.4%

10.7%

4.4%

4.8%

6.8%

6.9%

4.9%

10.7%

0.9%

0.3%

1.1%

0.7%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1年未満

1年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上20年未満

20年以上30年未満

30年以上

（居住年数別の住み心地）

住みよさ（住みにくさ）は変わらない

以前と比べてより住んで良かったと感じている

以前と比べて少し住みにくいと感じるようになった

以前と比べて 住みにくくなり市外に引っ越したいと感じるようになった

2.調査の結果

・新型コロナウイルス感染症流行前（概ね2020年2月以前）と比べて、約８割は「住みよさ（住
みにくさ）は変わらない」、約１割が「以前と比べてより住んで良かったと感じている」と回
答している。

・居住年齢別でみると、５年未満の市民が「以前と比べて、より住んで良かったと感じている」
と回答する割合が高くなっている。

▲感染症流行前と比べたときの住み心地

2.2 守谷市の住みやすさ （2）感染症流行前と比べたときの現在の状況

5



45.1%

28.6%

27.2%

28.9%

30.2%

35.3%

28.6%

47.8%

42.2%

40.7%

17.9%

28.6%

18.5%

17.8%

22.4%

1.3%

5.4%

8.9%

5.4%

0.4%

14.3%

1.1%

2.2%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

在宅勤務を行っている

（行うことがある）

今後 在宅勤務を行う予定である

以前は在宅勤務を行ったが

現在は行っていない

制度や環境が整っていない、または

自身の意向で在宅勤務は行わない

在宅勤務を行うことができない

職種である

（守谷市内での在宅勤務別の生活のしやすさ）

そう思う まあそう思う どちらともいえない そうは思わない 全くそうは思わない

そう思う

33.7%

まあそう思う

41.5%

どちらともいえない

20.0%

そうは思わない

3.9%

全くそうは思わない

0.9%

感染症リスクを抑えた生活のしやすさ

2.調査の結果

・約８割が「都心部と比較して人口密度の低い地域である守谷市は、感染症リスクを抑えた生活
がしやすい」と回答している。

・特に、在宅勤務を行っている人ほど、感染症リスクを抑えた生活のしやすさを感じている割合
が高くなっている。

▲感染症リスクを抑えた暮らし

2.2 守谷市の住みやすさ （3）感染症リスクを抑えた暮らし

6



そう思う

27.9%

まあそう思う

48.6%

どちらともいえない

18.7%

そうは思わない

4.3%
全くそうは思わない

0.5%

「新しい生活様式」を実践しながら

暮らしやすい環境か

43.3%

54.9%

12.6%

31.4%

18.9%

8.7%

16.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

感染症対策 防災 減災対策の充実など

安全 安心に暮らせるまち

医療提供体制の構築 予防 健康づくり

重症化予防の推進など 健やかに暮らせるまち

学校教育改革やリカレント（生涯）教育の拡大など

こころ豊かに暮らせるまち

道路網や公共交通などの都市基盤の充実と緑や自然環境

と調和した居住環境を両立させるなど快適に暮らせるまち

雇用維持や地域の躍動につながる

産業 社会の活性化など 活力にあふれるまち

社会的連携や支えあいの醸成など みんなで築くまち

デジタル化の推進など 信頼に応える行政経営

「新しい生活様式」を実践しながらの暮らしの実現のため特に重視すべき取り組み

（複数回答・上限2つ）

2.調査の結果

・約８割が「都心部との程よい距離感にある守谷市は、新しい生活様式を実践しながらの暮らし
がしやすい環境」と回答している。

・「新しい生活様式」を実践しながらの暮らしを実現していくために、特に重視すべき取り組み
としては、「医療提供体制の構築、予防・健康づくり、重症化予防の推進など健やかに暮らせ
るまち」が5割以上、「感染症対策、防災・減災対策の充実など安全・安心に暮らせるまち」
が4割以上、「道路網や公共交通などの都市基盤の充実と緑や自然環境と調和した居住環境を
両立させるなど快適に暮らせるまち」が3割以上となっている。

▲新しい生活様式を実践しながらの暮らしで重視すべき取り組み

2.3 新しい生活様式を実践しながらの暮らし （1）重視すべき取り組み
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48.8%

54.1%

44.6%

17.3%

12.2%

26.3%

4.8%

2.7%

2.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

やりたい仕事 生きがい 趣味を充実したい

住環境を充実させたい

豊かな自然環境を満喫したい

地域の人とのコミュニケーションを深めたい

地域のためになることに      したい

地域での趣味やライフワークを充実させたい

市外でのレクリエーションや趣味活動を充実させたい

市外への引っ越しを検討したい

その他

「新しい生活様式」を実践しながらの暮らしにおいて

あなた自身がこれまで以上に重視したい点（複数回答・上限なし）

2.調査の結果

・「新しい生活様式」を実践しながらの暮らしにおいて、あなた自身が守谷市で暮らす上でこれ
まで以上に重視したい点では、5割以上が「住環境を充実させたい」、約5割が「やりたい仕
事・生きがい・趣味を充実したい」、4割以上が「豊かな自然環境を満喫したい」、約3割が
「地域での趣味やライフワークを充実させたい」と回答している。

▲新しい生活様式を実践しながらの暮らしで重視したい点

2.3 新しい生活様式を実践しながらの暮らし （2）重視したい点
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2.調査の結果

 満足度の高い評価項目
としては、「循環型社
会の形成」「緑を生か
した景観の形成」など
が挙げられる

 一方で満足度の低い評
価項目としては、「調
和のとれた市域の形
成」「防犯対策の推
進」などが挙げられる。

 重要度が高いと市民が
感じている項目として、
「防犯対策の推進」
「道路網・公共交通体
系の整備」などが挙げ
られる。

▲各施策の現在の満足度・今後の重要度

2.4 各施策の現在の満足度・今後の重要度

生活環境の保全

循環型社会の形成

防災対策の推進

消防・救急の充実

交通安全の推進

防犯対策の推進

子育て支援の充実

高齢者福祉の推進

障がい者（児）福祉の推進

健康づくりの推進

地域福祉の推進

社会保障の健全運営
学校教育の充実

生涯学習の推進

人権の尊重

調和のとれた市域の形成

緑を生かした景観の形成

道路網・公共交通体系の整備

上下水道の安定持続

農業の支援

商工業の活性化

集客資源の創出と充実

地域コミュニティの充実

協働によるまちづくりの推進

広聴と情報発信の充実

適正な行財政運営の推進

組織経営と人事マネジメントの充実

3.20

3.30

3.40

3.50

3.60

3.70

3.80

3.90

4.00

4.10

4.20

2.80 2.90 3.00 3.10 3.20 3.30 3.40 3.50

Ⅰ 現状に対する市民満足度が低く

今後優先的に注力していくことが必要な分野
Ⅱ 現状に対する市民満足度は高いが

今後も注力していく必要性が

高いと感じている分野

Ⅳ 現状に対する市民満足度は高くないが

優先した取組の必要性も低いと

感じている分野

Ⅲ 現状に対する市民満足度は高く

それほど優先的な対応の必要性を

感じていない分野

満足度

平均3.11

重要度

平均3.68

満 足 度

重

要

度
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